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はじめに 

 

【推奨環境】 

このレポート上に書かれている URL はクリックできます。できない場合は最新の

AdobeReader をダウンロードしてください。（無料） 

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html 

 

【著作権について】 

このレポートは著作権法で保護されている著作物です。 

下記の点にご注意戴きご利用ください。 

 

このレポートの著作権は株式会社 Mithril に属します。 

著作権者の許可なく、このレポートの全部又は一部をいかなる手段においても複製、

転載、流用、転売等することを禁じます。 

このレポートの開封をもって下記の事項に同意したものとみなします。 

このレポートは秘匿性が高いものであるため、著作権者の許可なく、この商材の全

部又は一部をいかなる手段においても複製、転載、流用、転売等することを禁じま

す。  

著作権等違反の行為を行った時、その他不法行為に該当する行為を行った時は、関

係法規に基づき損害賠償請求を行う等、民事・刑事を問わず法的手段による解決を

行う場合があります。 

このレポートに書かれた情報は、作成時点での著者の見解等です。著者は事前許可

を得ずに誤りの訂正、情報の最新化、見解の変更等を行う権利を有します。 

このレポートの作成には万全を期しておりますが、万一誤り、不正確な情報等があ

りましても、著者・パートナー等の業務提携者は、一切の責任を負わないことをご

了承願います。 

このレポートを利用することにより生じたいかなる結果につきましても、著者・パ

ートナー等の業務提携者は、一切の責任を負わないことをご了承願います。 

  

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html
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サーバーのアカウント取得方法 

 

 

ワードプレスを使用するためには、サーバーとドメインをレンタルする必要があります。

サーバーをレンタルする前に「ドメイン取得講座」を参考に、まずはドメインを取得く

ださい。 

 

現在、サーバーを提供しているサービスは複数ありますが、サーバー容量、使用料金、

ドメイン制限、操作性を考えますと、エックスサーバーが最もおすすめです。 

 

以下、エックスサーバーのアカウント取得方法について 

順に説明していきたいと思います。 

 

※エックスサーバーをセルフバック（自己アフィリエイト）する 

エックスサーバーは A8.net で自己アフィリエイトすることができます。 

 

A8.net 

http://www.a8.net/ 

 

アフィリエイト報酬は期間によって違いますので一概に言うことはできませんが、基本

３０００円ですので、少しでも安くエックスサーバーをレンタルしようと思われる方は、

自己アフィリエイトを利用してみてください。 

 

以下、簡単な自己アフィリエイトの手順になります。 

http://www.a8.net/
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①A8.net にログインし「セルフバック」をクリックします。 

 

②セルフバックの画面に移動しますので、検索窓に「エックスサーバー」 

と入力し「検索」をクリックしてください。 
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③「高速・高機能・高安定レンタルサーバー【エックスサーバー】」というプログラム

を探し、その欄の中にある「詳細を見る」をクリックします。 

 

④「セルフバックを行う」をクリックしてください。 

 

※はじめてセルフバックを行う際は「セルフバックを行う」の下部にある 

 「ご利用前に必ず注意事項をご確認ください」をご一読ください。 

 

以上で、セルフバックの準備は終了です。 

 

 

 

 

 

 



 

- 6 – 

 

トップメニュにある「お申し込み」をクリックしてください。 

 
※セルフバックを利用されていない方は、以下の URL で 

 エックスサーバーの申込み画面にアクセスできます。 

 

エックスサーバー 

http://www.xserver.ne.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.xserver.ne.jp/
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すると、下図のような画面に移動しますので、ページ上部にある 

「お申し込みフォーム」をクリックします。 

 

「初めてのご利用・新規お申し込みの方」の欄にある 

「新規お申し込み」をクリックします。 

 

また、既にエックスサーバーをレンタル中で、追加でサーバーをレンタルされる場合は、 

P16 からサーバー追加の方法を記載しておりますので、そちらからご覧ください。 
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「利用規約」「個人情報の取扱いについて」に一度目を通し、 

特に問題なければ「同意する」をクリックしてください。 

 
※利用規約を読むことが面倒な場合でも、禁止事項だけはしっかりと目を通しておくこ

とをお勧めします。 

 

「新規サーバーのお申し込み」欄にある 

「お申し込みはこちら」をクリックしてください。 
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次に、サーバーの ID を半角英数字で入力し「検索」をクリックします。 

 

※サーバーID 

サーバーID.xsrv.jp というドメインを初期ドメインとして貰うことができます。また、

「diet」「love」などのような英数字は既に取られている場合が多いですので、特に希

望のない方はランダムな英数字にすれば良いでしょう。 

 
「検索」をクリック後、「このサーバーID は申し込むことが可能です！！」 

と出た場合は「お申し込み」をクリックしてください。 
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ユーザー情報を入力し「お申し込み内容の確認」をクリックしてください。 

 
個人の場合は、「会社名」「会社名（カタカナ）」は入力する必要はありません。また、

住所２は全角２０文字以内ですので、住所が長い場合は住所１に市町村まで入力するこ

とをお勧めします。 
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※プランと料金 

エックスサーバーには「X10」「X20」「X30」の３つのプランがあります。 

 

（参照：http://www.xserver.ne.jp/functions/） 

 

３つの大きな違いは「ディスクスペース」つまり容量の違いです。 

また、それぞれのプランの料金は以下の通りです。 

 

（参照：http://www.xserver.ne.jp/price/price_x10.php） 

 

 

 

http://www.xserver.ne.jp/functions/
http://www.xserver.ne.jp/price/price_x10.php
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（参照：http://www.xserver.ne.jp/price/price_x20.php） 

（参照：http://www.xserver.ne.jp/price/price_x30.php） 

 

普通にサイト運営を行う上では「X10」で十分ですので、容量についてよく分からな

い方は「X10」を選べば問題ありません。 

 

 

 

 

 

http://www.xserver.ne.jp/price/price_x20.php
http://www.xserver.ne.jp/price/price_x30.php
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また、契約期間に関しましては１年間をお勧めします。 

サーバーは必要なものですし、更新作業も面倒ですので、初めから１年契約にしておけ

ば良いかと思います。 

 

先ほど入力した内容を確認し、問題がないようでしたら「お申し込みする（確定）」を

クリックしてください。また、修正点がありましたら「お申し込みを修正」をクリック

し、修正してください。 

 

以上でエックスサーバーの申し込みは完了です。 
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ユーザー情報で入力したメールアドレスを開いてください。 

 

すると、下図のようなメールがエックスサーバーから届きます。 

 

このメールには、ユーザーアカウントとサーバーアカウントの情報も記載されておりま

すので、メールをしっかりと保存し、さらにメモ帳やエクセルなどでサーバー情報を保

存しておくことをお勧めします。 
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また、メールに記載されているサーバー情報を参考に、 

FFFTP を設定しておきましょう。 

 

ホスト名：FTP ホスト 

ユーザー名：サーバーID 

パスワード：パスワード 
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※エックスサーバーのアカウントをすでにお持ちの方 

エックスサーバーのアカウントをすでにお持ちの方は、以下の方法でサーバーを追加す

ると、１アカウントに複数サーバーを入れることができますので、サーバー管理が非常

に便利になります。 

 

まず、エックスサーバーのインフォパネルにログインしてください。 

 

インフォパネル：https://www.xserver.ne.jp/login_info.php 

 

次に「追加のお申し込み」をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.xserver.ne.jp/login_info.php
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規約に目を通し「同意する」をクリックしてください。 

 
サーバーアカウントの隣にある「追加のお申し込み」をクリックします。 
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お好きなサーバーID を半角英数字で入力し「検索」をクリックしてください。使用で

きる ID の場合は「このサーバーID は申し込むことが可能です！！」と表示されますの

で、「サーバーID で申し込む」をクリックします。 

 
お申し込み内容を設定し、「お申し込み内容の確認」をクリックしてください。アフィ

リエイトのみでサーバーを使用する場合は「X10」で特に問題はありませんので、X10

プランを選択すれば良いでしょう。 
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申し込み内容に問題がなければ、 

「お申し込みする（確定）」をクリックしてください。 

 

以上で、サーバーを追加することができました。 

ユーザー情報で入力したメールアドレスを開いてください。 
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すると、下図のようなメールがエックスサーバーから届きます。 

 

このメールには、ユーザーアカウントとサーバーアカウントの情報も記載されておりま

すので、メールをしっかりと保存し、さらにメモ帳やエクセルなどでサーバー情報を保

存しておくことをお勧めします。 

 

また、メールに記載されているサーバー情報を参考に、 

FFFTP を設定しておきましょう。 

 

ホスト名：FTP ホスト 

ユーザー名：サーバーID 

パスワード：パスワード 

 

以上でサーバーの追加は完了です。 
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次に、アカウントを新規取得した方も、サーバーのみ追加した方も、 

サーバーの料金を支払う必要があります。 

 

エックスサーバーは１０日間のお試し期間がありますので、１０日間は料金を支払わな

くても使用できますが、料金の支払いをしない場合、お試し期間終了とともにサーバー

が凍結されてしまいます。そのため、できるだけ早く支払を済ませることをお勧めしま

す。 

 

まず、エックスサーバーのインフォパネルにログインしてください。 

 

インフォパネル：https://www.xserver.ne.jp/login_info.php 

 

次に「料金のお支払い」をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

https://www.xserver.ne.jp/login_info.php
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料金の支払いたいサーバーにチェックを入れ、 

更新期間選択後「お支払い方法を選択する」をクリックします。 
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エックスサーバーへの支払い方法は「銀行振込」「クレジットカード」「コンビニエンス

ストア」「ペイジー」と 4 種類ありますが、今回はクレジットでの支払いをしてみたい

と思います。 

 

「クレジットカード決済画面へ進む」をクリックしてください。 
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すると、下図のような画面に移動しますので、クレジット情報を入力し 

「カードでのお支払（確認）」をクリックしてください。 

 

情報に問題がなければ、「カードでのお支払い（確定）」をクリックします。 
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すると、エックスサーバーに登録しているメールアドレスに、 

支払完了メールが届きます。 

 

以上で支払は終了です。 

 

また、「自動引き落とし」を選択しますと、利用期限が近づいた際に自動的に更新料金

の引き落としされます。更新作業が面倒な方は、自動引き落としの設定をしておけば便

利でしょう。 
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ドメインの反映方法 

 

次にドメインの反映方法について解説していきます。 

 

※ドメインの取得方法は、別冊の「ドメイン取得講座」を参考に 

ドメインを取得し、取得したドメインをメモ帳に貼っておいてください。 

 

 

まず、エックスサーバーのインフォパネルにログインしてください。 

インフォパネル：https://www.xserver.ne.jp/login_info.php 

 

次に、サーバーパネルの下にある「ログイン」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.xserver.ne.jp/login_info.php
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「ドメイン設定」をクリックしてください。 
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「ドメインの追加設定」をクリックします。 

 

すると、下図のような画面に移動しますので、メモ帳に貼ってあるドメインを入力し 

「ドメインの追加（確認）」をクリックしてください。 

 

例えば、mirr0r.jp というドメインを追加したい場合、初めのボックスに「mirr0r」 

次のボックスで「.jp」を選択すれば問題ありません。 
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ドメインの確認画面がでますので、問題ないようでしたら 

「ドメインの追加（確定）」をクリックしてください。 

 

 

以上でドメインの追加は終了です。 
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念のために「ドメインの一覧」をクリックし、 

ドメイン追加がしっかりと出来ているのかを確認してみましょう。 

 

※ドメインの追加には半日から２日かかると記載されておりますが、 

基本的には半日あればドメインは追加されます。 

 

以上で、エックスサーバーへのドメイン追加は終了です。 

それでは次に、ドメインのネームサーバー設定をしていきましょう。 

 

※ドメインのネームサーバー設定 

サーバーにドメインを追加しただけでは、「サーバーはどのドメインが追加された」の

か分かりますが、「ドメインはどのサーバーに入っている」のかが分からない状態のま

まです。 

 

そのため、ドメインがどのサーバーに入っているのかを設定することを「ネームサーバ

ー設定」と言い、これをすることで「ドメインとサーバーをリンク」させることができ

ます。 
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まず、「トップ」をクリックし、サーバーパネルのトップに戻り、 

アカウントの中にあります「サーバー情報」をクリックしてください。 
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すると、下図のようなサーバー情報の画面に移動しますので 

「ネームサーバー」の情報を全てメモ帳にコピーします。 
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ドメインはバリュードメインで取得したと思いますので、バリュードメインに行き、 

左サイドバーにある「ドメイン」にカーソルをあて「ドメインの設定操作」をクリック

してください。 

 

バリュードメイン コントロールパネル 

http://www.value-domain.com/login.php 

 

ドメイン追加したドメインの横にある「ネームサーバー」をクリックします。 

 

 

 

 

http://www.value-domain.com/login.php
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すると、下図のようにネームサーバーを入れる欄がありますので、先ほどメモ帳にコピ

ーしたネームサーバー情報を全て入力した上で「保存する」をクリックしてください。 
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以上でネームサーバー設定は終了です。 

 

 

以上でドメインをサーバーに反映することができました。 

 

 

 

 

 


